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製 茶工 程 は、収穫 した 生 茶 葉 を 蒸黙 、葉打 ち，粗 柔，揉柔 中柔、精柔，
乾 燥の工 程 に 供 し、荒 茶 を型 造す る プ ロ セ スか ら なる、こ の うち，蒸熱 τ

程 が 茶の 品質 に最 も大 き く影 響 す る こ と が経 験的 に わ か っ て い る、岨在，
茶葉 の 品 質 を 最 大 限 に 引 き 出 すた め の蒸機 の

7
定 は茶業 二 塲で 働 く人の 経

験 と勘 に 大き く依 存 して い る 、一方 ，煎茶 の GC ．MS を用 い た メ タ ボ リッ ク

フ t ン ガ ープ リン テ ィ ン グの 技術 は す で に確立 さ れ て い る．分 析デ
ータ を

多変．〒．解析す る こ とで，大 和 茶 の 色や 味、にお い などか ら総合的な品質 を

階 級 に 分 け る 官能 試 験 との相 関 関係を示 す こ とが で きた．こ の 大和茶 の 品

質 精密｝ト
：価技 術 を 裂 茶 工程 技 術 開 発 に応用 す る こ とを 目的 として 、本 研究

で は 蒸 し時 間 の み に フ ァ ク タ
ー

を 絞 り茶 菓成 分 に 及 ぼす影響 を解析 する と

と もに 「蒸 し時闘 の 予 測 モ デル の構築 を試 みた ．
蒸 し時間 の 異 な る 茶葉試 料 か ワ 親 水性 i ］分 を抽 出 し，誘導体化後G （：−MS に

供 した ．得 られ た ク ロ マ トグラ ム を王 成 分 分析 に 供し た絆 果，蒸 し時 間に

よ っ て 分離が 認め られ た．分 離 に 寄与 して い る化 合物 を調 べ た と こ ろ，蒸

し時 間が 長い ほ ど Glucose，　 Fructoscが 減少 し，　 C2uinic　acid ，　Thcariine，
S．　ucrose が 増加 して い る こ とが 明 らか に な っ た ．また 、1司試料 を近赤外 分光

分析 に 供 し得 られ た スベ ク トル を主 成 分 分析に よ ep解析 した とこ ろ、　 GC ．
MS 分析 と同様の 傾向で ク ラ スタ リン グされ た ．さ ら に．同ス ペ ク トル を

Partial　T、c／usr 　Square に よ る 1・1帰 分 析に供 した とこ ろ，良好 な コ
：’
iVllモ デル を

構築す る こ とが で き た ．

近年 の 分析技術の 発達 と データ処理技術の 進展は ．生体内代謝 物を網羅 的

に 解析す る メ タボ ロ ミク スの 発展 に大 き く寄与して い る、GC 〆MS や 1、〔：tMS
とい っ た 分析機器か らは 分析した 生物サ ン プ ルの 質量 分析デー一タ （ク ロ マ

トグラ ム）を得 る こ と が で き る．こ の デー・タ は保持時 間 とマ ス ス ペ ク トル ，
イオ ン 強度 と い っ た 膨大 な情報 を持つ ．デ…タ処理 の 最終的な 目標は この

デ ータか ら化合物を同定，定 量 を行 うこ とで ある．現在まで に 多 くの 解析

ツ ・一
ル が 開発きれ，複数 1：程か らな る データ 前処 理に 供さ れた後，同定処

哩が 行わ れて い る．しか しな が ら現状で は，o）1＞析機器 の状態 に よる，保

持時 間の 不規 則な ズ レ ．  生物サ ン プル の 高い 複雑性，とい っ た要困か ら

解析 ツ ール に よ るデータ解析だ けで 代謝物 を 同定 する こ とは園難で あ り，
人 の 手 を介した 非常に 煩雑な 検証作業が 必 要とな る．
そ こ で，本研究で は よ り簡便に 代謝物の 同 定を可 能に する ア ル ゴ 1丿ズム を

検 f，・j．した．ア ル ゴ リズム の 棊 本尸 掣は 以 下 に 示す とお P で あ る 、
・
生デ

・一
タの 情報 を，相 関係数 を用 い た ク ラ ス タで マ ッ ピン グす る

・
慓品の 分析情報 をデ・一タ ベ ー

ス として 同様 に マ ッ ピン グす る

・
デ
ータ ベ

ー
ス の マ ッ プ と絵A わ せ する こ とで、サ ン プル と相関の 高い ピー

ク を代謝物 として 1司定す る

現在 はin・ho［．ise の デ
ータ ベ

ー一
ス に よ り相関係数 を某 に した マ ッ ピ ン グ を試

み て お り、今後実サ ン プ ル に お け る 当該ア ル ゴ リズム を用い た 代謝物1司定

の 有 用性 に つ い て 評価 する 予定で ある ．
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【11的】 mi α
．oRNA （miRNA ）は17〜24塩 墓 の 一

本鎖 n ‘m −coding 　RNA で あ

F）、標的 mRNA に 配列特 異的に 作用する こ とに よ っ て そ の mRNA の 分 解、
もし くは その 翻訳 を抑制す る とい う機能 を有 して い る e 現 在 で は 、遺 伝 子

の発現調節か ら、発生や 分 化、細胞周期、細胞増殖、疾患 とい っ た 高次 生

命現 象に まで 関わ る重要な働 きを担 っ て い る こ とが 次 第に 明 らか に な っ て

い る。しか しなが ら、数 千種類の 配列の 内、機能が 確 認 され た の は ごくわ

ずか で あるc こ の こ とは、配列間の 相同性が 高 く、また 細胞 内 に 極 微 量 し

か存在 しない こ とが 要因 の
一

っ で あ る と 考え られ る。
miRNA の 機能 を解 明す るた めに は 、網羅性、高選 択 性 、高 感 皮 、定 閇：性

を伴った 解忻手法が 必 要 であ る。しか し、従 米 法 にお い て その す べ て を満

たす もの はな い 。そ こ で 本腓究で は、L 〔：．MS 分析 系 を 用 い て 、上 記 の 条件

を満 た すmiRNA の 新 規解析 手法を 開発す る こ とを 目的 とした 。本 分 析手法

の 最大の 特微 は、標的 miRNA を増幅 せず に、多種 の miRNA を 同時 に 分離 ・
検出 し、増幅 な しに定量 する こ とであ る．
【方法 と結果】まず、1種類の 合成 miRNA を用 い て イ オ ン化 に影響 する質量

分 析計の パ ラメ ータ 、溶媒 と添加 剤 の 最 適 化 を行 っ た 。その 結果、多filtiイ

オン の マ ス ス ペ ク トル パ タ ー
ン か ら定 性 解析 が、ま た、1fitt／なイ オン 化が

認め られ た 多価 イ オ ン にお い て は 定 量 解析 が 可 能 で あ る こ とが 示 唆 され

た．
次に 、1〔腫 類の 合成 miRNA 驃準品 混 合 物 を用 い て 、分 離 カ ラ ムお よび移動

桐の の 検 討を行 っ た 、，全 て の miRNA の時 間分 離ま で に は 争 っ て は い な い も

の の 、分離 ・検出に 好適 な 分 析条 件 が 構 築で きた。
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【H 的 】超臨 界流体 ク ロ マ トグラ フ ィ
・一

（SFC ）ば高分離高速分祈 が可能で

あ る とい う特 徴 を 持 ち．特に 脂 浴性 代謝物 の 分離 分析 にお い て 有 用で ある

こ とが 示 され て い る、我 々 は ，こ れ ま で に 検 出器 として 質量 分析 計 （MS ）

を 接 続 した 高 感度 の 分析 系を 構築 し，リン 脂 質，糖脂質，「
．1「性脂 質などの

14種 の 脂質混合物 の高速
．．
斉 分析 に 成功 した．本研究で は．さ ら に他 の 脂

溶 性 代謝 物に つ い て もSi，C／MS の 適用を試み た の で 報告する ．
【方法 ・結 果。考 察】カ ロ テ ノ イ ド類，脂溶性 ビタ ミ ン 類 などの 各種脂溶性

代 謝 物の 標準品 を 用 い て 分 析条Fl・を検 討 した ．カ ロ テ ノ イ ドの 分 析に お い

て モ ノ リス 型シ リカカラム の 適用 を試みた と こ ろ、粒 予充填型 の カ ラ ム を

用 い た ときに 比べ 分離 が向 1，し，分析時間 も短 縮する こ とが で きた ．また ，
脂溶性 ビ タ ミン 類の 分析に お い て は，酸化 さ れ や すい 脂溶性代謝 物を 安定

に 抽 mす る た め オ ン ライ ン 超臨界流体抽出 （SFE ）
−SFCiMS シ ス テ ム の 構築

を試み ，有機溶媒に よ る抽出物の 分析で は検出 され なか っ た光合成細 菌中

の 運元型 コ エ ン ザ イム Qloの 険出に 成 功 した ．これ らの結 果は脂 溶性 代謝

物の 分離分析に お ける SF （：の 有用 性を 改め て 示 す もの で あ り「今後SFC 〆MS

が脂溶性代謝物の メ タボ ロ ミク スに お け る新た な分析 手法 として 効果的な

適用が期待 され る、
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